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まもなく大型連休。行く先々の施設のトイレで、順番待ちの長蛇の列に悩まされたこ

とのある女性は多いのではないだろうか。各地で公共トイレを清潔にするなど快適化

を目指す動きが広がっているが、この“行列問題”はほとんど改善が見られない。大

正大学人間学部准教授で、日本トイレ研究所の会員でもある岡山朋子さんに、女子ト

イレ行列を生む背景や問題点について解説してもらった。

“男女平等”が不平等に

先日、順番待ちの列ができていた女子トイレの前で、小さい女の子が我慢しきれなく

なり、母親が列に割り込む形で「先に使わせてほしい」とお願いしたことをきっかけに

論争がわき起こり、ツイッターでも議論になりました。

「子どもに優先させてあげるのが大人の優しさ」と思う人がいる一方、「過活動膀胱」

などでいつも尿漏れを心配している大人の女性や、急な生理などで一刻も早くトイレ

に駆け込みたいという女性もいます。いずれも当事者にとっては非常に深刻な問題で

あり、簡単には譲れません。

こうした深刻な「トイレ渋滞」の影響を受けるのは、ほとんどが女性です。公共施設

などで女子トイレの前にだけ長蛇の列ができているのを、男性も見かけたことがある

でしょう。

その原因は、実態にそぐわない「男女平等」にあります。公共トイレの多くが左右対

称の作りで、男子トイレ、女子トイレが同じ面積で作られることが影響しているのです。

利用時間は男性の２．５倍

中日本高速道路（ネクスコ中日本）が２０１４年度に行った調査によると、男性が小

便器を利用する時間が平均３７．７秒であったのに対し、女性の個室トイレの平均利

用時間は約９３．１秒で、男性の約２．５倍の時間がかかっていました。女性のトイレ

は常に個室が必要で、男性より所作も多いからです。

男女で同じ面積のトイレを作れば、すべて個室の女子トイレは、男子トイレよりも便

器の数が少なくなることが多く、その上、１人当たりの利用時間が長いとなれば、女子

側にだけ列ができるのは当然といえます。

面積が「男女平等」であっても、利便性の面では「平等」とはとても言えないのです。


